













































































































西遊記J 、 「水ひょう伝J なども芥川の愛読書になった。 29 の歳の時（大正 10年）中
国へ行ったこともある。中国の歴史の物語を題材として書いたものも少なくない．芥川の
作品を見ると、 「酒虫j （大正五年）、 「黄梁夢j （大正六年）、 「尾生の信J （大正八
年） 「杜子春J 、 「秋山図」 （大正九年）、 「仙人j （大正十一年）・・・中国の古典を
基づき築かれたものもけっこうあると言える。
当時翻案された中国小説は沢山あったが、芥川はどうしてこれたの作品を選んで自分の
生活体験を小説に溶けませたのか。作者自身の気持とぴったり合わないなら、そういう写
実的なものも書けないだろう。以上の分析によると、洗練された神経と、鋭い頭との所有
者であった芥川は、人間の心の微妙な動きにたいする驚くべく細かな感受性と敏密な観察
力を示した。人間のエゴイズムを見せてくれ、それを批判した「蜘昧の糸j 、生存苦の中
で解決する方法を見付けようとした「黄梁夢j 、人間の二重性の闘いと人生に迷っている
に自分自身を失わないように啓示を与えた「社子春j ・・・いろんな作品をのぞくと、芥
川は複雑な人間の気持に対する正しい理解を持っていたことも分かるだろう。人間の心の
反応を見逃さない鋭さと敏感さを備えていたことも分かる。
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